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１．肥料を取り巻く情勢と堆肥など国内肥料資源の活用が必要な背景

2021年以降、穀物の国際市況高騰による作付け面積の拡大および施肥意欲の増大や、中国による輸出制限と
ロシア・ベラルーシへの経済制裁などの要因により、世界的に肥料原料の需給はひっ迫した。

全農は、モロッコ産リン安の緊急調達などを通じて例年並みの需要量を確保している。これまで50年以上かけ
て築いてきた海外輸入仕入先とのパートナーシップをこれまで以上に強化するとともに、中国の輸出規制強化の
動きなどに備え、今後もモロッコや、イスラエルなど調達先の多角化を進めていく。

【図表1】リン安、塩化加里の輸入先割合と輸入数量（2022年12月現在）

【リン安】 【塩化加里】

2021年（1-12月）
(18.7万トン)

2022年(1-12月)
(25.9万トン)

2021年（1-12月）
(15.7万トン)

2022年(1-12月)
(15.8万トン)
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2050年
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肥料原料価格の高騰
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出典：World Bank Commodity Price Data

2050年目標
化学肥料使用量（NPK合計成分量）の30%削減

90万㌧

63万㌧

有機物の循環利用
施肥の
効率化

施肥の
ｽﾏｰﾄ化

NPK合計▲27万㌧
NPKが同量とすると、尿素約13万㌧、リ
ン安約20万㌧、塩加約14万㌧に相当

出典：農水省 肥料をめぐる状況について

慣行と同程度施用

慣行以上施用

慣行以下施用

施用量不明

施用していない

堆肥の施用量調査
（農業者2,776人）

出典：令和3年度農業分野の地球温暖化緩和策に関する意識・意向調査結果

１．肥料を取り巻く情勢と堆肥など国内肥料資源の活用が必要な背景

⚫ 肥料価格が高騰し、環境調和型農業が求められる中、地域資源の肥料利用が求められている。
⚫ 肥料原料の一部を堆肥などの国内肥料資源に置き換えて肥料の輸入依存度を減らす。
⚫ 同時に農耕地に有機物を補給し、土壌の肥沃度を向上させ生産性の向上をはかる。

• 肥料原料価格が高騰
• 日本は輸入依存度が高く、国産原

料への切替が急務

みどりの食料システム戦略への対応

• 化学肥料削減のもっとも有効な手
段として“有機物の施用”が掲げられ
ている

土壌の肥沃度向上

• 堆肥の施用量は年々低下している
• 地力の低下による影響が頻出
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国内の肥料資源に含まれる成分量
（成分 万㌧/年）

窒 素 リン酸

出典：三島ら（2009）、FAOSTAT(2020年）
化学肥料相当： 窒素は全量×0.3、リン酸は×0.8
加里の化学肥料消費量は約27万㌧であり、家畜ふん、食品残
渣にはリン酸と同程度の量の加里が含まれると考えられる。また、
そのほとんどが化学肥料と同等の肥効を示すとされている。

国内の肥料資源の成分含量（%）

出典：畜産環境整備機構(2007)、牛久保（2020）、水野・吉羽（2013）
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家畜ふん 食品残渣 下水汚泥 化学肥料

消費量

全量

化学
肥料
相当

窒素 リン酸 加里 計

家畜ふ
ん堆肥

肉牛 2.2 2.6 2.8 7.6

乳牛 2.2 1.8 2.8 6.8

豚 3.5 5.6 2.7 11.8

採卵鶏 2.9 6.2 3.6 12.7

ﾌﾞﾛｲﾗｰ 3.8 4.2 3.6 11.6

食品残渣肥料 2.7 1.9 1.5 6.1

下水汚泥肥料 3.5 3.3 0.2 7.0

菜種油かす（参考） 5 2 1 8

２．国内肥料資源

⚫ 家畜ふん堆肥、下水汚泥などの国内肥料資源にはわが国の化学肥料消費量に匹敵する成分が含まれている
⚫ これらの資源は偏在化していること、品質がばらつくことが利用上の最大の課題

• 有機資源には化学肥料や既存肥料に匹敵する成分（量・濃度）が含まれる
• とくに輸入依存度が高いリン酸、加里が多い

• 資源が偏在かつ分散（堆肥化施設の数だけ）

• 品質は一定ではなく、ハンドリングが課題
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鶏ふん堆肥の賦存量

出典：三島ら（2009）
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九州における県別畜種別堆肥発生量（推計）

出典：三島ら（2009）

２．国内肥料資源

⚫ 家畜ふん堆肥は偏在しており、かつ県別にみると畜種に大きいなかたよりがある。
⚫ 堆肥の発生量が多い県においても比較的堆肥が少ないエリアも存在する。

• 九州全県において最も発生量が多いのは牛ふん堆肥である。
• 豚ふん堆肥と鶏ふん堆肥は県間の発生量の差が大きい。

• 堆肥の発生量が多い県においても資源が偏在している。

5

県

牛ふん堆
肥

豚ふん堆
肥

鶏ふん堆
肥

家畜ふん堆肥
計

1,000㌧/現物重

福岡 94 16 50 160

佐賀 95 18 20 133

長崎 148 40 30 218

熊本 321 58 38 418

大分 134 28 26 187

宮崎 397 186 129 712

鹿児島 499 296 192 987

沖縄 122 64 17 202

計 1,810 706 502 3,017

出典：臭気規制に対応した高度堆肥脱臭システムによる高窒素濃度有機質肥料製造
（農研機構九州沖縄農業研究センター）

九州における家畜ふん尿由来窒素成分の収支
（賦存量（生ふん尿）－栽培必要量）



３．国内肥料資源の地域循環と広域流通

⚫ 地域の肥料資源は、市町村など地域での循環（リサイクル）を基本としつつ、県段階では県内堆肥活用の取組みをすすめる。
全国段階では、肥料メーカーとの連携のもと、複合肥料原料として資源活用を促進していく。

家畜ふん堆肥

家畜ふん燃焼灰

食品残渣堆肥

下水汚泥コンポスト

下水汚泥回収リン

P K

P

N P K

N P K

N P

広域流通 地域循環

地 方 自 治 体

J A ・ 農 業 者

都市部・消費者

バラ堆肥
など

県 内 J A ・ 農 業 者

都府県本部

ペレット品
袋品など

• 県内供給
• 品質管理
• 簡易な指定混合肥料（堆肥
＋土改材など）

• 堆肥を活用した栽培暦提案
（堆肥＋低PK）

• 地力マップの作成と堆肥推進

原料供給

国内
肥料原料

海外
肥料原料

肥 料 メ ー カ ー

本所・都府県本部

全 国 J A ・ 農 業 者

堆肥発生量が
少ない県など

国内資源を活
用した混合堆肥
複合肥料や堆
肥入り配合肥料
など

• 製品企画、普及推進
• 原料調達
• 製造拠点拡充
• 製品の広域供給

肥料原料としての要件
• 安定した品質（水分・
腐熟度）

• 加工適性
• 安定供給（リスク分
散）

• 堆肥センター運営
• 需給調整
• 散布

• 堆肥分析
• 土壌分析
• 事例収集

全国・ブロック単位 都府県単位

市町村単位
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４．堆肥入り混合肥料

⚫ 品質管理された堆肥をベースに化学肥料などで成分バランスを整えているため、肥料としての利便性を保ったまま、土壌に有機
物を供給する効果をはじめとした新たな機能が付加される。
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出典：技術マニュアル 混合堆肥複合肥料の製造とその利用 家畜ふん堆肥の肥料原料化の促進（農研機構）
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４．堆肥入り混合肥料

⚫ 有機入り化成肥料と比較して有機物供給能力は高く、地力を増加させる傾向があり、土壌ｐＨも高く維持される。

8

出典：技術マニュアル 混合堆肥複合肥料の製造とその利用 家畜ふん堆肥の肥料原料化の促進（農研機構）

• 混合堆肥複合肥料は、有機化成及び有機入り配
合と比べると施用1年度の有機物残存量が多い

• 混合堆肥複合肥料は、化成肥料や有機入り化成肥料、有機
入り配合肥料に比べて連用により可給態窒素を増加させる

• 混合堆肥複合肥料を連用した場合、慣行の肥料と比べ
て連用後の土壌のｐＨが高く維持される
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５．堆肥入り混合肥料に使用できる堆肥の条件

⚫ 法律上では成分量や水分状態などが規定されている。
⚫ 肥料メーカーの条件は粒状加工しやすい堆肥であるため、水分および粒度と異物の基準がある。

9

種類 法律上の条件

混合堆肥複合肥料
（家畜ふん堆肥）

乾物として窒素全量が2.0％以上、
かつ、窒素全量、りん酸全量又は加里全量の合計量5.0％以上

混合堆肥複合肥料
（食品残渣堆肥）

乾物として窒素全量が3.0％以上、
かつ、窒素全量、りん酸全 量 又 は 加 里 全 量 の 合 計 量 が
5.0％以上

特殊肥料等入り指定混合肥料 含水率50％以下

（1）法律上の条件

（2）Ａ社における堆肥選定基準 （国内肥料資源の利用拡大に向けた全国推進協議会 第１回会合資料より作成）

項目 基準

水分 低い方が粒状加工の際の配合調整が容易、高いと運搬性も悪い

粒度 なるべく細かい方が望ましい
大きい塊、木片（粒度の大きな副資材）などがないこと

異物の混入 肥料以外の異物（金属、石など）が多量に混入していないこと
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５．堆肥入り混合肥料に使用できる堆肥の条件

⚫ 実例としては、牛ふん堆肥の全国平均の水分値52％よりも低い40％以下が受入基準となっている。
⚫ 荷姿や輸送についても条件があり、10㌧トラックへの積込が必須。また、メーカーによってはフレコンでしか受入れらないところもある。
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出典：小林新 「廃棄物の肥料利用」今後の肥料の将来予測 廃棄物資源循環学会誌 Vol.32,No.6,pp453-463 2021

Ａ社における牛ふん堆肥の受入基準例

好気発酵処理を行っているもの



６．国内肥料資源の活用に向けた全農の取組み

⚫ 全農は、堆肥入り複合肥料(混合堆肥複合肥料および堆肥入り配合肥料)の取扱拡大に向け 、部門間連携のもと、BB工場や
肥料メーカーとも連携した地域資源原料の調達と製品の開発普及をすすめる。

研究・開発 原料調達 製造 普及 生産物

耕 種 資 材 部 門 営 農 部 門 販 売 部 門畜 産 部 門営 技 セ

鶏ふん燃焼灰
南九州、東北、北関東な
どで発生

堆肥（マッシュ）
原料として求められ
る品質確保

ペレットなど粒状堆肥
配合肥料の原料としての品
質（水分など）確保

その他国内資源（量、品質）

混合堆肥複合肥料
堆肥＋化成を
一粒化・乾燥が必須
5工場 約1万㌧

鶏ふん燃焼灰入り化成肥料
約20工場 約11万㌧

堆肥入り配合（BB）肥料
BB肥料に粒状堆肥を配合
新設規格 BB工場は18工場

その他国内資源を活用した肥料

目標
10万㌧

◆製品企画

◆普及（試験など） ◆購買・物流

品質

(形状)

汎用銘柄 堆肥入り汎用銘柄 ◎ 〇

堆肥入り銘柄 ◎ 〇

堆肥入り一発銘柄 ◎ ◎

園芸銘柄 有機肥料代替銘柄 ◎ ◎

土づくり銘柄 土づくり肥料＋堆肥 ◎

オーダーメイド

銘柄例 価格
有機率

(国産率)
省力

普通作銘柄

普及計

画

試験場

での試

験（委

託）

JA展

示圃

JA栽

培暦、

注文書

反映

• 実需とのマッチング
• 生産振興との連携• 国内肥料

原料特性
に係る試験

• 肥料製造
に係る試験
肥料評価

• 普及（肥
効や散
布）に係る
試験

• 品質基準

ペレタイザー（試験機）

肥料原料として望ましい
資源の調達・施設投資 マーケティング

生産現場対応製造拠点の拡充

原料発生地・品質と
生産工場のマッチング

現地のニーズ（堆肥入り複合肥
料のタイプ）と製造のマッチング

飼 料 会 社 、 畜 産 県 と の 連 携 B B 工 場 ・ メ ー カ ー と の 連 携
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６．国内肥料資源の活用に向けた全農の取組み

⚫ 全農は、NTT東日本と連携し、堆肥センターの生産・流通実態の見える化や、畜産農家と耕種農家とのマッチング機会の創出を目
的としたウェブサイト「耕×畜なび」を開発し、公開した。

⚫ 今後は、畜産農家が保有する堆肥舎のデータ蓄積をすすめ、マッチング機会の創出や堆肥の利活用を中長期的に推進していく仕
組みを構築する。
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７．取組事例 (1)地域循環（リサイクル）の取り組み

• JA菊池は、管内の畜産農家の糞尿処理を受託し、３か所の堆肥セン
ターで良質な牛ふん堆肥を生産している。

• 堆肥センターで発酵・熟成処理を行い、バラ堆肥の散布作業受託も実施
している（３トン積載のマニュアスプレッダ車も保有）。

• バラ堆肥をさらに乾燥させ、牛ふん堆肥では珍しいペレットも製造・販売し
ている（県内他JA、一部県外JAにも販売）。

取組み事例（JA菊池）

• 鶴岡市浄化センターで発生する脱水・消化汚泥は鶴岡市コンポストセン
ターにおいてもみ殻が添加され、発酵処理される。

• 平成28年よりJA鶴岡がコンポストセンターにおいて生産、販売、運営を
担っている。（毎年500㌧強を生産、増産の要望もある）

• 重金属含量は月1回測定し、公開している。
• 畜産堆肥が得られにくい当該地域では貴重な有機源であり、水稲や畑作
（だだちゃ豆）に利用されている。

• 袋詰め品のほか、バラで安価（3～4円/kg）に供給している。
• 産学官（市、大学、施設管理会社、JA）で協定を結び、共同研究など
を進めている。

取組み事例（JA鶴岡）地域 地域県域

二次発酵レーン 乾燥レーン（ペレット用）

ペレット化・袋詰装置

下水汚泥 コンポストセンター（毎日新聞 電子版）

つるおかコンポスト（マイナビ農業）

第1回下水汚泥資源の肥料利用の拡大に向けた官民検討会資料より要約
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取組み事例（福岡）

• 福岡市の都市資源である再生リンとＪＡグループの堆肥を使用した粒状ペ
レット肥料。4銘柄

• 施設園芸作物、一般園芸肥料、麦に普及
• 昨年８月末に、ＪＡ全農ふくれんと福岡市下水道局で今後一体となり普
及に取り組むことを確認。

県域

７．取組み事例 （２）堆肥入り複合肥料の県域供給

14

e・green

e・green

再生リンとは

出典：https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/content/001517796.pdf

化成肥料の原料として使用不可
成分例
全窒素 3.2%
リン酸全量 2.8%
加里全量 0.2%
水分 28%

化成肥料の原料として使用可
再生リン保証成分
アンモニア性窒素 4.0％
く溶性りん酸 20.0％
く溶性苦土 11.5％

再生リン特徴
① 汚泥と比べて肥料成分を豊富に含む
② 不快な臭気は全くなく、さらさらの粉末状で肥料原料として活

用（造粒）が容易
③ 年間80㌧ほど生産可能
④ 定期的に成分分析を行い安定性・安全性を確認
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• 国内資源である堆肥（鶏ふん）を活用した水稲用一発肥料
－軽労化に対応した基肥全量タイプ
－側条施肥機にも対応

• 中四国結集銘柄としての取り組み
－概ね同じ肥料設計で効率的な普及
－管内のBB工場（広島・徳島）で製造

• 普及に向けた取り組み
ー令和4年度は８県23箇所で実証試験
－令和5年度産用から一部供給開始

主な製造工場
• 朝日アグリア：千葉工場、関東工場

（埼玉）、関西工場（滋賀）
• 菱東肥料：大分工場

取組み事例（九州）

• 九州初の混合堆肥複合肥料（堆肥と化成肥料の一
粒品）として事業所主体で開発・普及。

• 事業所が取り扱う大手の良質な鶏ふん堆肥を原料とし、
散布しやすい粒状品。

• ほぼ全県において、様々な作物に普及をはかる。
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2020年 2021年 2022年

(1-6月）

県 2022年 備考

福岡 101 レタス等露地野菜、水稲

佐賀 65 大豆、茶、葉菜類向けBB肥料原料

長崎 12 ブロッコリー等露地野菜

熊本 7 キャベツ、ブロッコリー等露地野菜

大分 77 露地野菜、大豆、水稲、麦向けBB肥料原料

宮崎 1 茶、BB原料

鹿児島 20 露地野菜、茶、茶向けBB肥料原料

合計 283㌧

ﾄﾝ

広域

• 栃木、長野県本部は、自県の堆肥を使用した堆
肥入り肥料の取扱いを開始。

取組み事例（関東） 県域

1,500㌧~

1,000㌧~

500㌧~

100㌧~

50㌧~

⚫ 混合堆肥複合肥料（堆肥と化成の一粒品）は製造工場を中心としたエリアで普及が進んでいる。
製造拠点がなかった九州では新たに拠点を作り普及開始、中四国ではBB工場を拠点に普及開始。

取組み事例（中四国）広域

鶏ふん堆肥を使用した肥
料原料

７．取組事例 （３）堆肥入り複合肥料の広域（県域）供給

15
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７．取組事例 （４）堆肥入り配合肥料（BB肥料）の開発

ペレット堆肥（特殊肥料）

化学肥料・粒状
（硫安・尿素・りん安・塩加）

混合

BB肥料工場

⚫ 2020年の肥料法改正に伴い、堆肥と化成肥料を配合するだけで製造・販売が可能となった。
⚫ 国内のBB肥料（粒状配合肥料）工場を活用し、より安価かつ多様なニーズに対応する堆肥入り肥料を供給できる可能性が広

がった。
⚫ 農業者が利用しやすい堆肥入りBB肥料を製造するための原料堆肥を調達する必要がある。

↳低水分、（低臭気）、粒径、形状
⚫ 国の補助事業の活用も検討しながら、BB原料に適した原料堆肥の調達を進める。

特殊肥料等入り
指定混合肥料
（BB肥料）

堆肥入りBB肥料の散布試験
（堆肥の粒径や形の影響）

堆肥入りBB肥
料の固結試験
（堆肥水分の

影響） JAグループBB工場 鹿児島経済連（上）、宮崎経済連（下）の取組み

16
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７．取組事例 （４）堆肥入り配合肥料（BB肥料）の開発

堆肥入り配合肥料（BB肥料）を開発する上での課題
⚫ ペレット堆肥と他の肥料との比重差、粒径が大きい場合、散布時に偏析する可能性がある。
⚫ ペレット堆肥の水分が高い場合、固結する可能性がある。

17

堆肥入りBB肥料 粒度と比重の影響（ブロードキャスターによる散布精度）
堆肥無しNPK銘柄 堆肥入り土づくり銘柄

・乾燥工程なしのペレット堆肥の水分は20%前後
・硫安、りん安、塩加など水溶性の成分を持った肥料と
混合した場合は固結リスクが高い

硫安＋DAP＋塩加＋堆肥類（等量配合）

土づくり肥料と堆肥は粒径・比重差が大
きいため堆肥なしのＮＰＫＢＢ肥料よ
りも偏析が生じた。

高

低

固
結
性



堆肥など国内肥料資源の利用は、地域での循環利用が基本です。

全農は、「耕×畜なび」へのデータ蓄積とマッチング機能を通じて、地域での良質な堆肥づくりと堆肥利用を
支援します。
また、肥料メーカーとともに、耕種農家がより使いやすい堆肥入り混合肥料の開発普及をすすめ、
広域での国内資源利用を促進していきます。
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